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理 科 学 習 指 導 案  

授 業 者  豊 中 市 立 第 八 中 学 校  田 中 明 美  

１ ． 日 時 ： 平 成 2 0年 1 0月 2 8日 （ 火 ） ５ 限   

２ ． 場 所 ： 理 科 室  

３ ． 学 級 ： ３ 年 ２ 組  4 0名 （ 男 子 2 2名  女 子 1 8名 ）  

４ ． 単 元 名 ： 「 太 陽 と 宇 宙 ～ 地 球 と 太 陽 ～ 」  

 単 元 の 目 標 ： 太 陽 の 特 徴 を 知 る と と も に 、 太 陽 や 星 の 見 か け の 動 き か ら 、

地 球 の 自 転 や 公 転 と い う 運 動 を 見 い だ す 。   

５ ．  「 理 科 ネ ッ ト ワ ー ク 」 活 用 の ポ イ ン ト    

  太 陽 を 観 察 す る に は 、天 体 望 遠 鏡 で 投 影 板 に 像 を 写 す の が 一 般 的 で あ る が 、

太 陽 の 表 面 を つ ぶ さ に 観 察 す る の は 難 し い 。そ の 点 、デ ジ タ ル 教 材 を 用 い る

と 太 陽 の 詳 し い 特 徴 を 映 像 と し て と ら え る こ と が で き 、知 識 の 定 着 を 図 る こ

と が 出 来 る 。  

 ＜ 利 用 コ ン テ ン ツ 名 ＞  

 ” 学 習 探 検 ナ ビ ”  

 ” 太 陽 黒 点 写 真 ” h t t p : / / s u n s p o t s . s a k u r a . n e . j p /  

 ” 理 科 ね っ と  宇 宙 と 天 文 ”  

h t t p : / / w w w . r i k a n e t . j s t . g o . j p / c o n t e n t s / c p 0 0 4 0 a / s t a r t . h t m l  

  ” 国 立 天 文 台  ひ の で  ム ー ビ コ レ ク シ ョ ン ” h t t p : / / h i n o d e . n a o . a c . j p /  

６ ． 指 導 計 画 （ 全 9 時 間 扱 い  本 時 １ ／ ９ 時 間 目 ）  

 太 陽 は ど の よ う な 天 体 か （ 3 h）  

 太 陽 や 星 は ど の よ う に 動 い て 見 え る か （ 3 h）  

 星 座 の 移 り 変 わ り （ 3 h）   

７ ． 本 時 の 目 標  

 ・ ソ ー ラ ー ス コ ー プ を 用 い て 太 陽 の 黒 点 の 観 察 を 行 う 。 （ 晴 天 の 場 合 ）  

  ソ ー ラ ー ス コ ー プ と は 卓 上 型 の 太 陽 黒 点 観 察 装 置 で あ る 。  

  『 観 察 に 耐 え る 充 分 な 大 き さ の 太 陽 投 影 像 を 得 る た

  め に は 長 い 焦 点 距 離 が 必 要 で あ る が 、 対 物 レ ン ズ の

  光 を 凸 副 鏡 で 受 け る こ と で 解 決 。 ま た 、 こ の 光 学 形

  式 （ 屈 折 式 カ セ グ レ ン ・ ・ と で も 呼 べ る ） は 、 対 物

  レ ン ズ が 単 体 で 焦 点 を 結 ぶ こ と が な い の で 、 同 時 に

  安 全 面 も 解 決 し て い る 。 』  

h t t p : / / w w w . t v j . c o . j p / 2 0 0 s s c o p e / s s c o p e . h t m l  

「 ソ ー ラ ー ス コ ー プ 」 よ り   引 用 。  

 ・ 天 体 望 遠 鏡 で の 太 陽 投 影 板 へ の 投 影 の 仕 方 を デ ジ タ ル 教 材 で 学 び 、 太 陽

表 面 の 黒 点 の 様 子 と 、 投 影 し た 像 が 動 く こ と な ど を 確 認 し 、 太 陽 や 地 球

の 自 転 に つ い て 考 え る 。  

・ デ ジ タ ル 教 材 を 通 し て 、太 陽 の 特 徴 を 学 び 、表 面 の 詳 し い 様 子 や 基 本 的 名

称 に つ い て 学 ぶ 。  
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８ ． 本 時 の 展 開  

生 徒 の 思 考 と 活 動 の 流 れ   教 師 の 支 援 ・ 使 用 コ ン テ ン ツ  

 

● 太 陽 に つ い て 知 っ て い る こ と を あ げ る 。  

 ・ 1 7 c m～ 2 0 c mく ら い に 見 え る 。  

 ・ 白 色 に 光 っ て い る 。 な ど  

  ・ 教 室 に 貼 っ た 東 西 南 北 を 見 な が

ら 、 太 陽 棒 で 太 陽 の １ 日 の 動 き を

指 し 示 す 。  

 

 

 

 

 

ど れ に あ た る か 各 班 で 発 表 す る 。  

 

                       テ ニ ス ボ ー ル  

       太 陽                    ス ト ラ ッ プ  

                  ピ ン 球   の 玉  

                バ レ ー ボ ー ル  

 

   バ ラ ン ス ボ ー ル  

 

 

・ 太 陽 は 地 球 の 約 1 0 0倍 の 大 き さ で  

 あ る こ と を 知 る 。  

 

● 投 影 板 に 太 陽 の 像 を う つ し て 、 黒 点 の 観  

 察 を す る 様 子 を コ ン テ ン ツ で 見 る 。  

  ・ 太 陽 表 面 に 黒 点 が 見 ら れ る こ と  

 ・ 太 陽 の 像 が 時 間 と 共 に 動 い て 見 え

る こ と  を 確 認 す る 。  

  ～ 晴 天 の 場 合 の み 行 う ～  

 

● P S T 太 陽 望 遠 鏡 で 赤 い 太 陽 を 観 察 す

る 。  

＜ ワ ー ク シ ー ト 配 布 ＞  

「 太 陽 に つ い て ど ん な 事 を 知 っ て い

る か 。 」  

  ・ 地 上 か ら 見 た 大 き さ は ？  

 ・ 何 色 に 見 え て い る ？  

 ・ 太 陽 は 本 当 は ど の く ら い 大 き い

の か ？  

  ・ 太 陽 は 空 の ど の 辺 り を 通 っ て い

く の か ？  

＜ 生 徒 か ら 出 た 意 見 を 板 書 す る ＞  

「 太 陽 の 大 き さ が こ の バ ラ ン ス ボ ー

ル だ と す る と 、地 球 の 大 き さ は ど れ く

ら い か ？ 」  

＜ 直 径 約 5 0 c ｍ の バ ラ ン ス ボ ー ル と  

 バ レ ー ボ ー ル 、 テ ニ ス ボ ー ル 、 ピ ン 球 、 ス

ト ラ ッ プ の 玉 （ 直 径 5 m m ほ ど ） を 見 せ る ＞  

「 ス ト ラ ッ プ の 玉 が 正 解 」  

「 こ の 大 き さ だ と 1 0 0 m 以 上 離 れ て い

る こ と に な る 」 と 説 明 す る 。  

 

 

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ  

理 科 ね っ と ” 宇 宙 と 天 文 ”  

http ://www . r ikanet . j s t . go . jp/contents/cp00

40a/start .h tml  

 小 学 校 用 「 A  太 陽 ・ 地 球 ・ 月  

 『 太 陽 と 地 球 の 大 き さ 比 べ 』 」 を 見

せ る 。  

 

 ” 学 習 探 検 ナ ビ ”  

 天 体 望 遠 鏡 に よ る 太 陽 黒 点 の 観 察

に つ い  て コ ン テ ン ツ を 見 せ る 。  

理 科 ね っ と ” 宇 宙 と 天 文 ”  

 中 学 校 用「 A- 5  太 陽 投 影 板 」を 見 せ

る 。  
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● ソ ー ラ ー ス コ ー プ の 構 造  

  と ､ 使 い 方 を 理 解 す る 。  

日 当 た り の よ い 場 所 に 移 動 し て 、ソ ー

ラ ー ス コ ー プ で 太 陽 を 観 察 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

● ワ ー ク シ ー ト に 、 太 陽 の 基 本 的 な 特 徴

を  ま と め て い く 。  

・ 黒 点 が 時 間 と と も に 動 く → 太 陽 の

自 転  

・ 太 陽 の 像 が 時 間 と と も に 動 く  

   → 地 球 の 自 転  

 な ど に つ い て 考 え る 。  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

● （ 時 間 が あ れ ば ）  

透 明 半 球 を 土 台 の 画 用 紙 に セ ロ テ ー

プ で は り つ け る 。  

＜ ソ ー ラ ー ス コ ー プ に よ る 観 察 ＞  

  各 班 に 1 台 ソ ー ラ ー ス コ ー プ を 配

付 し 、ソ ー ラ ー ス コ ー プ の 使 い 方 を

説 明 す る 。  

 太 陽 の 像 を は こ の 内 部 に 写 し 、  

 ① 黒 い 点 が み え る か ど う か  

  ② 太 陽 の 像 が 時 間 と 共 に 動 く か

ど う か  

を 観 察 す る こ と を 伝 え る 。  

 

” 太 陽 黒 点 写 真 ”  

 h t t p : / / s u n s p o t s . s a k u r a . n e . j p /  

  2 0 0 8 年 は 非 常 に 黒 点 の 数 が 少 な

い 事 を  コ ン テ ン ツ を 見 せ て 説 明

す る （ 補 足 ） 。  

 2 0 0 7 年 １ 月 ～ ２ 月 と 2 0 0 8 年 1 0 月

を 比 べ て み る 。  

理 科 ね っ と ” 宇 宙 と 天 文 ”  

http://www.rikanet.jst.go.jp/content

s/cp0040a/start.html 

 太 陽 の 基 本 的 な 特 徴 を コ ン テ ン

ツ を 利 用 し な が ら 説 明 す る 。  

 中 学 校 「 C 太 陽 系 と 惑 星 」 を 見 せ

る 。  

” ひ の で  ム ー ビ ー コ レ ク シ ョ ン ”

で 太 陽 の 生 々 し い 映 像 を 見 る 。  

 

（ 時 間 が あ れ ば ） 次 回 の 授 業 の 説 明 を

行 う 。  

「 太 陽 の １ 日 の 動 き を 観 察 す る 」た め

に １ 人 １ 個 、透 明 半 球 を 使 っ て 観 察 す

る こ と を ”学 習 探 検 ナ ビ ”を 使 っ て 説

明 す る 。  
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９．授 業 風 景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．研 究 協 議  

＜授業者より＞ 

・  本日の授業は天体の導入である。 

・  デジタルコンテンツは補助的に使用した。 

・  天体はデジタルコンテンツを有効に使える単元である。 

・  太陽の映像、日の出の映像はリアルなものを使用した。 

・  実際の観察を大切にしたい。そのために、少人数で触ることのできるソーラースコ

ープを使用した。 

・  導入を工夫すべきであった（天候との兼ね合いで）。 

・  流れが天候との関係でうまくいかなかった。 

・  まとめまで進めず、時間切れになったのも反省すべき点である。 

・  太陽の特徴を考える時間が必要であった（黒点など）。 

＜教師の成果＞ 

・  説明が具体的で分かりやすい。 

・  教材研究ができている。 

・  デジタルコンテンツが効果的に使われていた。 

・  デジタルとアナログの融合ができていたのは教材研究の成果である。 

・  説明が簡潔である。 

・  子どもたちが発言しやすい雰囲気作りができている。 

＜子どもの成果＞ 

・  デジタル教材の使い方がよかった。 
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・ 教具「ソーラースコープ」を使うのがよかった。 

・  集中して授業に取り組んだ。 

・  みんなが参加できていた。 

・  観察のポイントがはっきりしていて観察が行いやすかった。 

＜教師の課題＞ 

・  子どもの考える活動があってもよかったのではないか。 

・  ソーラースコープを十分使える時間を与える方がよかった。 

・  ワークシートのまとめ方で子どもたちがどのように学んでいたか、分かりにくかっ

た。 

・  「自転」をどのようにとらえていたのか。 

・  指導案に、指導計画を詳しく書いてある方がよかった。 

・  子どもたちにデジタルコンテンツを使うことで達成感が出るのか。 

・  目標が多すぎ、考える時間が少なかった。 

＜子どもの課題＞  

・  子どもたちに「ソーラースコープ」の使い方、よさをうまく伝えられていなかった。  

・  発表の時間がなかった。 

・  書く時間が多すぎた。 

 


